
野
間

一
正
先
生
略
年
譜

･
業
績
目
録

略
年
譜一

九
二
八
年

七
月
二
〇
日

一
九
五
六
年

三
月

一
九
五
六
年

四
月

1
九
六
〇
年

四
月

一
九
六
〇
年

五
月

一
九
六
〇
年

一
〇
月

一
九
六

一
年

六
月

l
九
六

一
年

七
月

一
九
六
二
年

一
九
六
三
年

一
九
六
六
年

一
九
六
九
年

一
九
七
二
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
九

一
年

四 四 四 四 四 四 四 四
月 月 月 月 月 月 月 月

広
島
県
呉
市
生
ま
れ

大
阪
外
国
語
大
学
イ
ス
パ
ニ
ヤ
語
学
科
卒
業

浮
心
学
院
中

･
高
等
学
校
教
諭

二

九
六
〇
年
三
月
ま
で
)

啓
光
学
園
中

･
高
等
学
校
教
諭

(同
年
六
月
ま
で
)

イ
ス
パ
ニ
ヤ
外
務
省

一
九
六
〇
～
六

一
年
度
給
費
留
学
生

マ
ド
リ
ッ
ド
大
学
文
学
部
入
学

同
右
､
修
了

ポ
ル
ト
ガ
ル
文
部
省
高
等
文
化
研
究
所
並
び
に
同
国
グ
ル
ペ
ソ
キ
ヤ
ソ
財
団
よ
り
奨
学
金
を
う
け
､

リ
ス
ポ
ア
海
外
領
土
史
研
究
所
に
お
い
て
研
究

啓
光
学
園
中

･
高
等
学
校
教
諭

(
一
九
六
三
年
三
月
ま
で
)

清
泉
女
子
大
学
文
学
部
ス
ペ
イ
ソ
語
ス
ペ
イ
ソ
文
学
科
講
師

二

九
六
六
年
三
月
ま
で
)

東
海
大
学
文
学
部
講
師

東
海
大
学
文
学
部
助
教
授

二

九
七
二
年
三
月
ま
で
)

東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ソ
語
学
科
助
教
授

(
ス
ペ
イ
ソ
事
情
担
当
)

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
研
究
研
究
科
助
教
授

東
京
外
国
語
大
学
教
授

二

九
九

一
年
三
月
ま
で
)

神
奈
川
大
学
経
営
学
部
教
授



研
究
業
績

｢

著

書

『
こ
れ
か
ら
の
実
用
ス
ペ
イ
ソ
語
会
話
』

二

九
六
九
年

三
笠
書
房
'
共
著
)

『
ス
ペ
イ
ソ
語
読
本
』

(
一
九
七
〇
年

芸
林
書
房
)

『
中
級
ス
ペ
イ
ソ
語
読
本
』

(
1
九
七

一
年

芸
林
書
房
)

『
見
る

･
読
む

･
話
す
ス
ペ
イ
ソ
語
』
上
巻

･
下
巻

(
一
九
七
九
年

芸
林
書
房
'
共
著
)

『
や
さ
し
い
ス
ペ
イ
ソ
文
法
読
本
①
』

二

九
九
四
年

第
三
書
房
､
共
著
)

『
や
さ
し
い
ス
ペ
イ
ソ
文
法
読
本
㊤
』

(
一
九
九
八
年

第
三
書
房
､
共
著
)

二
㌧
翻

訳

ロ
レ
ソ
ソ
･
ペ
レ
ス

『
ベ
ア
ト

･
ル
イ
ス
･
ソ
テ
ー
口
伝
=
慶
長
遣
欧
使
節
の
い
き
さ
つ
』

(
一
九
六
八
年

東
海
大
学
出
版
会
)

ペ
ド
ロ
･
モ
レ
ホ
ソ

『
続
日
本
殉
教
録
』

(
一
九
七
三
年

キ
-
シ
タ
ソ
文
化
研
究
会
=
中
央
出
版
社
'
共
訳
)

｢
一
六
二
六
年
､
イ
エ
ス
ズ
会
士
モ
レ
ホ
ソ
の
日
本
迫
害
報
告
書
㈲
｣

･(
一
九
六
六
年

キ
-
ス
ト
教
史
学
会

『
キ
-
ス
ト
教
史
学
』

第

一
七
集
)

1
･
L
･
ア
ル
バ
レ
ス

｢
マ
カ
オ

･
長
崎
間
貿
易
船
の
ア
ル
マ
サ
ソ
契
約
に
関
す
る

一
六

一
〇
年
の
資
料
｣

(
l
九
六
七
年

『
キ

リ
シ
タ
ソ
研
究
』
第
十
二
輯
､
吉
川
弘
文
館
)

｢
モ
レ
ホ
ソ
の
日
本
迫
害
報
告
書
潮
｣

(
1
九
七

〇
年

キ
-
ス
ト
教
史
学
会

『
キ
リ
ス
ト
教
史
学
』
第
二
三
集
)

三
､
学
術
論
文
等

｢
西
葡
に
お
け
る
日
本
関
係
文
書
｣

(
一
九
六
二
年

キ
リ
シ
タ
ソ
文
化
研
究
会

『
会
報
』
第
五
年
三
㌧
四
号
)

｢
バ
ス
ト
ラ
ー
ナ
文
書
館
採
訪
記
｣

二

九
六
四
年

松
田
毅

一
『
在
南
欧
日
本
関
係
文
書
採
訪
録
』
義
徳
社
)

｢
こ
ん
ひ
る
ま
さ
ん
の
御
授
け
に
付
心
得

へ
き
題
目
之
事
｣
(
一
九
六
四
年

『
キ
リ
シ
タ
ソ
研
究
』
第
九
輯
､
吉
川
弘
文
館
､
共
著
)

｢
プ
ア
ソ
･
デ

･
ヘ
ス
t
ス
の
日
本
語
文
典
｣

二

九
六
五
年

日
本
イ
ス
パ
ニ
ヤ
語
学
会

『
イ
ス
パ
ニ
カ
』
第

1
0
号
)

｢
フ
ア
ソ
･
デ

･
ヘ
ス
-
ス
の
日
本
語
文
典
=
徳
川
鏡
国
期
に
お
け
る

1
ス
ペ
イ
ソ
人
の
日
本
語
研
究
｣

二

九
七

l
年

拓
殖
大

2



学
海
外
事
情
研
究
所

『
海
外
事
情
』
第
十
九
巻
第
九
号
)

｢
ス
ペ
イ
ソ
宗
教
用
語

一
考
察
｣

(
1
九
八
〇
年

東
京
外
国
語
大
学
野
間
研
究
室
)

｢
ス
ペ
イ
ソ
黄
金
世
紀
文
学
と
日
本
｣

(
一
九
九
三
年

神
奈
川
大
学
十
七
世
紀
文
学
研
究
会

『
麟
麟
』
第
二
号
)

｢
一
盲
象
を
撫
で
る

《
イ
サ
ベ
ル
女
王
の
時
肩
書
二
つ
》
｣
二

九
九
六
年

神
奈
川
大
学
十
七
世
紀
文
学
研
究
会

『
麟
麟
』
第
五
号
)

｢
二
目
象
を
撫
で
る

(
ス
ペ
イ
ソ
古
写
本
の
世
界
)
㊤
-

『
レ
オ
ソ
の
九
六
〇
年
聖
書
』
彩
飾
絵
師
と
時
代
-
｣
(
一
九
九
九
年
神

奈
川
大
学
経
営
学
部

『
国
際
経
営
論
集
』
恥
16
)

四
､
そ
の
他

｢
松
田
毅

一
著

『
慶
長
使
節
』
｣

二

九
六
九
年

キ
リ
シ
タ
ソ
文
化
研
究
会

『
会
報
』
第
十
二
年

言
下
)

｢
宗
教
用
語
集
侶
～
個
｣

(
一
九
七

一
年

月
刊

『
ス
ぺ
イ
ソ
語
』
大
学
書
林
)

｢
ス
ペ
イ
ソ
の
風
土
と
産
業
｣

(
一
九
七
四
年

『
文
化
誌
世
界
の
国
個
』

講
談
社
)

｢
セ
ビ
-
ヤ
の
セ
マ
ナ

･
サ
ソ
タ

(聖
週
間
)
｣

(同
書
)

｢
バ
テ
レ
ソ
の
華
麗
な
叙
事
詩
-

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
が
描
-
信
長

･
秀
吉
時
代
｣

二

九
七
八
年

『
日
本
経
済
新
聞
』
)

｢
ス
ペ
イ
ソ
人
の
日
常
生
活
侶
～
㈲
｣

(
一
九
八
二
年

『
テ
レ
ビ

･
ス
ペ
イ
ソ
語
講
座
』
日
本
出
版
協
会
)

｢
ス
ペ
イ
ソ
の
祭
り
｣

二

九
八
三
年

『
世
界
の
国
シ
リ
ー
ズ
㈲
』

講
談
礼
)

五
､
事
典
執
董

｢
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
｣

(教
文
館
)

｢
国
史
大
辞
典
｣

(吉
川
弘
文
館
)

｢
日
本
歴
史
人
物
事
典
｣

(朝
日
新
聞
社
)

3
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